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（論文審査の要旨） 
能登康之介君の学位申請論文は、「医療用医薬品の流通価格と取引慣行に関する研究-
ミクロパネルデータを用いた実証分析と政策シミュレーション-」（以下では、「能登論
文」と記す）と題し、医療用医薬品の流通過程に存在する取引慣行に対して、1）取引慣
行の存在を前提とした医薬品流通取引のモデル化、2）実取引データを用いたモデルの実
証分析、3）取引慣行改善政策のモデル・シミュレーション分析の三つを行い、4)さらに
これらを基に取引慣行の改善政策案を提示した。  
日本の公的医療保険が適用される医療用医薬品（以下「医薬品」）の保険償還価格であ
る公定薬価は、薬価基準制度によって個別銘柄ごとに定められる。この公定薬価は、卸
企業と医療機関（病院／診療所・調剤薬局）の間で自由に取引される医薬品流通価格（自
由価格）が、原則として 2 年に一回の薬価改定に基づいて反映される仕組みになってい
る。そのため、厚生労働省が行う薬価調査において、卸企業と医療機関の取引価格を正
確に把握することが、制度の信頼性を保つ核心となっている。しかし、医薬品の流通取
引には、製薬企業が卸企業に支払うリベートやアローアンスといった後補償、卸企業と
医療機関・調剤薬局の取引における総価取引や未妥結仮納入取引といった取引慣行が存
在している。これらの取引慣行は流通取引における価格形成過程を不透明にし、薬価基
準制度の信頼性を損なうとして問題視され、改善（縮小ないし解消）のための政策的取
り組みが長年行われてきた。 
能登論文では、上記の 1)～3)の分析から、薬価基準制度下の医薬品流通市場において、
①各取引慣行がどのような役割を持ち、②医薬品流通価格及びその影響を受ける薬価（公
定）にどのような影響を与えているのか、そして、➂その改善が薬価や各流通主体の利
益構造にどのような影響を与えるのかといった政策的帰結について、実証的・定量的に
明らかにしている。さらに、これらの分析結果を踏まえて、取引慣行を改善するための
政策パッケージとして 5 つ薬価基準制度改革案を提案している。能登論文の構成は以下
の通りである。 
1章では、医薬品流通市場における取引慣行に関する政策的議論を整理している。まず、
薬価基準制度の仕組みを概説することで、薬価がどのように定められ、医薬品流通市場
とどのような相互関係にあるのかを明確した上で、医薬品流通市場における取引慣行が
どのようなものか、どのように問題視されているのかを確認した。さらに、他の業界に
おける取引慣行とも比較することで、医薬品流通市場における取引慣行の特殊性を明確
にしている。すなわち、医薬品業界における取引慣行は、薬価の基準となる流通価格を
不透明にしているという点から問題視されているが、同時に公正競争上（社会厚生上）
の問題も内包しており、流通価格に何らかの影響を与えている可能性があることを指摘
している。本章の最後には、医薬品流通市場の取引慣行に対する政府の対応と先行研究
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について整理した上で、能登論文の立ち位置を明確にしている。 
2章では、薬価基準制度下の取引慣行の存在する医薬品流通取引のモデル化を行ってい
る。まず、薬価基準制度の薬価改定ルールの分析から、医薬品流通市場において各流通
主体が直面するインセンティブ構造を明確にした上で、各取引慣行の流通取引における
役割（各取引慣行がなぜ生じているのか）に関する議論を行っている。ここからは、川
上取引において、製薬企業が卸に支払うリベート（どの医療機関にどの量納めたかで決
める後補償）とアローアンス（販売促進や療養病床業プロモーションに評価に基づく後
補償）は製薬企業の薬価維持戦略として、川下取引における総価取引や未妥結仮納入取
引は医療機関が薬価差益を求める価格交渉の結果として生じている可能性があることを
指摘している。これを踏まえて、各取引慣行が流通価格にどのような影響を与えている
かに関する仮説構築を行っている。具体的には、川上取引におけるリベートとアローア
ンスは流通価格を上昇させ、川下取引における総価取引や未妥結仮納入取引は、医療機
関の私的薬価差益の獲得（納入価格の値引き）を通じて納入価格を下落させるという仮
説を設定した。以上の仮説を反映させる形で、薬価基準制度下の取引慣行が存在する医
薬品流通取引のモデル化を行っている。 
3章では、大手の医薬品卸企業から提供された実取引パネルデータを用いて、前章まで
に構築したモデルの実証分析を行っている。具体的には、リベートとアローアンスの仕
切価格に対する影響の大きさを表すパラメータ と仕切価格に対する納入価格の弾性値
を表す を推定している。その結果、 については、先発品におけるリベートのパラメー
タは 1に近く、リベートの大きさだけ仕切価格を上昇させるような効果を持っているが、
アローアンスには、その効果はほとんどないことを明らかにしている。また について
も先発品では 1 に近く、卸企業は仕切価格の上昇分を納入価格に転嫁できていることを
明らかにしている。ただし、先発品においても、後発品の上市後（長期収載時）、 は
約 0.5 まで低くなり、後発品の上市という医薬品取引における競争環境の変化が卸企業
の価格交渉力に影響を与えていることも明らかにしている。以上の結果から、リベート
1単位分の納入価格（薬価）に与える影響の大きさ は、先発医薬品では 1に近いことを
指摘している。なお、後発品の流通価格はリベート・アローアンスの影響を受けていな
いことも明らかにしている。  
4章では、複数の薬価データから近似した仮想的医薬品の流通価格を用いて取引慣行の
改善（縮小）を想定した政策シミュレーションを行っている。まず、1990年度〜1991年
度の間に収載され，2015年時点で上市している全医薬品 372品目（先発品：206品目，
後発品：166品目，薬効分類 58）の平均値を用いて仮想的に設定した医薬品の 24年間分
の流通価格を流通取引モデルに適用して、各期の薬価、各流通主体の利益額、流通価格
に対する各取引慣行の影響分を推計した。その上で、実証分析の結果から設定したパラ
メータの下で、モデルにおける取引慣行の水準を変化させるシミュレーションを行い、
薬価や各流通主体の利益にどのような影響があるのか推計している。シミュレーション
結果からは、川上、川下の取引慣行のどちらかを単独で改善すると薬価や各流通主体の
利益構造を現行水準から大きく変化させてしまうことが明らかになった。特に、2014年
に導入された未妥結減算制度のように川下の取引慣行のみを改善すると、川上の取引慣
行が流通価格に与える影響が大きくなり、長期的に薬価が高止まることを指摘している。
ただし、川上と川下の取引慣行を同じタイミング、同じ規模で、バランスよく改善する
ことで、薬価や各流通主体への影響を小さくできることも明らかにしている。また、シ
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ミュレーションの結果からは、薬価基準制度下の流通取引において川上、川下の取引慣
行はそれぞれ合理的な戦略として機能しており、一つのシステムとして制度的補完性を
持ちながら存在していると考えられるため、それを変えるためには、川上と川下の取引
慣行をバランスよく改善することに加えて、制度改革や市場におけるルール変更といっ
た複合的な政策対応が必要になることを指摘している。 
5章では、分析結果を踏まえて、取引慣行の改善政策案を提案している。まず、現行の
医薬品政策における課題と薬価基準制度の制度設計を確認した上で、なぜ取引慣行を改
善する必要があるのかといった議論を改めて行っている。次に、取引慣行を改善するに
あたっての留意点を確認した上で、以下のような 5 つの改革案を取引慣行改善の政策
パッケージとして提案している。 1）川上、川下の取引慣行の原則禁止、2）販促インセ
ンティブとしてのアローアンスは容認、3）特許期間中の先発品は調整幅 8%（後発品上
市後は 0%、後発品は 2％）、4）医療経済評価を用いた調整幅水準の随時見直し、5）新
薬創出加算制度は廃止。この 5 つの制度改革案は、相互に関連しており、現行の医薬品
政策と整合的な形で取引慣行の改善を進めることが可能になるとしている。 
 
 以上の分析結果を踏まえ、能登論文の政策的、学術的貢献は以下のようになる。まず、
政策的には、能登論文は医療用医薬品の取引慣行に関する初めての実証的・定量研究で
あり、取引慣行改善の政策的議論に定量的エビデンスを提供する。医薬品流通取引市場
における取引慣行は、薬価の基準となる流通価格を不透明にしているとして、長年にわ
たり問題視され、改善に向けた政策的取り組みが行われてきた。しかし、これまでの議
論では、各取引慣行に対する定性的な問題意識と改善案に終始してきた。 
 能登論文は、薬価基準制度下の医薬品流通市場で「各取引慣行がなぜ生じているのか」
「取引慣行は流通価格や薬価にどのような影響を与えているのか」「取引慣行を改善す
ると薬価や各流通主体の利益構造にどのような影響を与えるのか」という問いに実証
的・定量的に答える。これにより、長らく不透明性が指摘されてきた取引慣行に対して、
その改善政策の方向性や実際に政策を実施する際の留意点を多く提示している。特に、
薬価基準制度下の医薬品流通市場において川上と川下の取引慣行が一つのシステムとし
て制度的補完性を持って存在しているという指摘は政策的にも重要であると考える。す
なわち、改善政策として、どちらかを単独で改善させると、薬価や各流通主体の利益を
現行の水準から大きく変えてしまうが、川上と川下の取引慣行を同じタイミング、同じ
規模で、バランスよく改善することで、それらに大きな影響を与えることなく、取引慣
行の改善が達成できるということを明らかにすることで、どのように、どのようなプロ
セスで取引慣行を改善すれば良いのかという点に関する具体的な示唆を与えている。 
また、能登論文では、特許期間中、長期収載時と分けた分析を行うことで、後発品の上
市という医薬品が直面する競争環境の変化が、流通価格にどのような影響を与えるのか
も明らかにしている。現在、後発医薬品の普及促進や創薬イノベーションに向けて薬価
基準制度改革が議論されている。能登論文の分析は、それらに関わる薬価基準制度の設
計に対しても基礎的な知見を提供するだろう。 
 
学術的には、能登論文は不透明とされてきた医薬品流通市場に関する初めての包括的実
証分析であり、医薬品産業やマーケティング分野における基礎的な知見になる。我が国
の医薬品の流通市場や流通価格に関する学術研究は、その市場規模や産業としての重要
性に比べて極めて限定される。これは医薬品流通市場に関するデータの入手が困難であ
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り、不透明性とされる流通市場を研究者が客観的に観察することが難しかったことが要
因としてあげられるだろう。 
能登論文では、医薬品流通取引において不透明性の温床になっていた各取引慣行とその
影響を受ける価格交渉力に着目しながら、薬価基準制度下の医薬品流通取引のモデル化
を行っている。さらに、実取引データを用いて、モデルにおける各取引慣行と流通価格
を表すパラメータを内生性の問題にも考慮しながら推定を行なっている。この分析結果
からは、不透明とされる医薬品流通市場における実態を踏まえた流通価格の決定メカニ
ズムが示されており、医薬品流通分野における基礎的な研究成果になると考える。また、
実証分析では、薬価基準制度下の製薬企業の価格戦略行動を実証的に明らかにしたこと
に加えて、仕切価格に対する納入価格の弾性値を表す は、丹野（2014）の理論分析に
おける医薬品流通取引における卸企業と医療機関の価格交渉力の帰着問題を実証的に検
証したと言える。 
 なお、実証分析で用いた大手卸企業から提供を受けた実取引データは、個別医薬品の
ミクロレベルのパネルデータであり、製薬企業のリベートとアローアンスという機密性
の高い商慣行と取引価格に関する情報を含んだ学術的に価値の高いものであると考え
る。卸企業に独自にアプローチを行い、機密性の高い実取引データを入手した点は高く
評価されて良いだろう。 
加えて、実証分析の結果を踏まえて行なった仮想的医薬品による政策シミュレーション
分析では、全て公表データを用いており、他の研究者や政策担当者が異なるパラメータ
の下で同様のシミュレーションを実施することができることから、学術的にも応用可能
性が高い分析手法である。 
 
以上のように、能登論文では、先行研究や政府資料を丁寧に検証した上で、薬価基準制
度の分析から、取引慣行が存在することでブラックボックス化していた医薬品流通取引
のモデル化を行い、そのモデルの実証分析を踏まえて、取引慣行改善の政策シミュレー
ションを行なっている。特に、3 つの分析がシームレスであり、どの分析も精緻で、レ
ベルが高く、その分析過程で、政策的・学術的に有益な含意を多く引き出している。 
このように、能登論文は、本分野における先駆的研究であり、今後、能登君が、本分野
を担っていくことを期待させるには十分な水準にある。そのため、本学位審査委員会は、
能登康之介君が、博士（政策・メディア）の学位を授与される資格が十分にあるものと
認める。 
 
 
